
       

法
輪
寺
の
十
三
ま
い
り 

洛
西
、
大
堰

お

お

い

川 が
わ

の
右
岸
、
嵐
山
の
山
麓
に
智
福
山
法
輪

寺
の
伽
藍
が
そ
び
え
た
つ
。
法
輪
寺
の
本
尊
は
虚 こ

空 く

蔵 ぞ
う

菩 ぼ

薩 さ
つ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嵯
峨

さ

が

虚
空
蔵
と
も
呼
ば
れ
、
十
三

ま
い
り
の
風
習
に
よ
っ
て
古
来
、
洛
中
の
人
々
の
信
仰
を

集
め
て
い
る
寺
院
で
あ
る
。 

十
三
ま
い
り
と
は
、
旧
暦
の
三
月
十
三
・
十
四
日
（
現

在
は
四
月
十
三
日
が
大
祭
）
に
十
三
歳
の
男
女
が
本
尊
の

虚
空
蔵
菩
薩
に
参
詣
す
れ
ば
、
福
徳
智
恵
が
授
か
る
と
い

う
習
わ
し
で
あ
る
。
昔
は
、
境
内
で
十
三
種
の
菓
子
を
売

っ
て
お
り
、
参
詣
者
は
こ
れ
を
求
め
て
、
本
尊
に
供
え
た

後
、
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
帰

途
、
渡 と

月 げ
つ

橋
き
ょ
う

を
渡
る
際
に
後
ろ
を
振
り
返
る
と
御
利
益
が

消
え
失
せ
る
と
さ
れ
る
。 

こ
の
十
三
ま
い
り
の
成
立
を
論
じ
た
中
村
雅
俊
氏
に
よ

れ
ば
（
注
１
）
、
こ
の
習
俗
が
確
立
し
た
の
は
江
戸
時
代
の

天
明
・
寛
政
期
で
あ
る
と
い
う
。
氏
は
近
世
京
都
の
名
所 

       図
会
や
案
内
記
等
の
文
献
史
料
に
み
え
る
法
輪
寺
の
伝
承

を
詳
細
に
比
較
検
討
さ
れ
、
十
三
ま
い
り
成
立
の
背
景
に

は
、
日
蓮
宗
と
結
び
つ
い
た
京
都
の
職
工
集
団
の
信
仰
が

存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

確
か
に
、
十
三
ま
い
り
の
風
習
は
明
暦
四
年
（
一
六
五

八
）
の
『
京
童
』
等
の
近
世
前
期
の
名
所
図
会
に
は
い
ま

だ
登
場
せ
ず
、
中
村
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
成
立
の
『
年
中
故
事
』
に
、「
三
月
、
法
輪
寺
十
三

参
（
中
略
）
是
の
参
詣
古
き
こ
と
に
あ
ら
ず
、
四
十
年
余

り
に
て
、
近
年
別
し
て
盛
ん
な
り
…
…
」
と
の
記
載
が
あ

る
。
で
は
、
果
た
し
て
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
法
輪
寺
参

詣
曼
荼
羅
に
十
三
ま
い
り
の
習
俗
は
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。 

難
波
田
徹
氏
は
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中
に
描
か

れ
た
参
詣
者
に
は
婦
女
子
が
多
い
こ
と
か
ら
、
十
三
ま
い

り
に
関
係
し
た
参
詣
風
俗
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
え
て
な

ら
な
い
と
の
指
摘
を
さ
れ
て
お
り
（
注
２
）
、
福
原
敏
男
氏

も
、「
二
王
門
よ
り
本
堂
に
登
る
石
段
に
は
、
女
子
連
れ
の 

               

女
人
の
一
行
が
お
り
、
十
三
詣
の
風
習
と
思
わ
れ
る
」
と

述
べ
（
注
３
）
、
本
図
に
十
三
ま
い
り
の
習
俗
が
描
か
れ
て

い
る
と
の
見
解
は
定
説
化
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
本
図
の
作
成
年
代
は
江
戸
初
期
と
推
定
さ

れ
て
お
り
（
注
４
）
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
十

三
ま
い
り
の
確
立
期
と
は
か
な
り
の
年
代
の
ず
れ
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
本
図
の
作
成
年
代
を
江
戸
初
期
と
み
て

妥
当
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
十
三
ま
い
り
の
習
俗
を
描
い

て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
以
下
で
考
察
を
試
み
た
い
。 

社
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
世
界
③ 

法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
と
嵐
山
図 

岩
鼻
通
明 

法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
。
法
輪
寺
蔵
。
平
凡
社
「
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
よ
り

。 



柳
橋
水
車
図
と
近
世
初
期
風
俗
画 

法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中
、
大
堰
川
の
左
岸
、
渡
月

橋
の
下
流
に
水
車
が
ひ
と
つ
描
か
れ
て
い
る
。
大
堰
川
の

水
車
に
つ
い
て
は
『
徒
然
草
』
の
第
五
十
一
段
に
「
亀
山

殿
の
御
池
に
、
大
井
川
の
水
を
ま
か
せ
ら
れ
ん
と
て
、
大

井
の
土
民
に
お
ほ
せ
て
、
水
車
を
造
ら
せ
ら
れ
け
り
」
と

の
一
文
が
あ
り
、
す
で
に
南
北
朝
期
に
は
大
堰
川
に
水
車

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
世
の
用
水
路
と

し
て
著
名
な
桂
川
用
水
は
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
用
水
路
に
は
い
く
つ
も

の
水
車
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
永
正

十
五
年
（
一
五
一
八
）
成
立
の
『
閑
吟
集
』
に
は
「
面
白

の
花
の
都
や
…
…
西
は
法
輪
・
嵯
峨
の
御
寺
、
廻
ら
は
ま

は
れ
水
車
の
、
臨
川
堰
の
川
波
…
…
」
と
の
歌
謡
が
み
ら

れ
る
と
い
う
（
注
５
）
。 

し
た
が
っ
て
、
臨
川
寺
前
の
水
路
に
水
車
が
存
在
し
た

こ
と
は
史
実
と
み
な
せ
る
が
、
な
ぜ
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中

に
ま
で
水
車
の
表
現
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
、
景
物
画
・
風
俗
画
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、

水
車
を
画
題
と
し
た
絵
画
を
探
し
て
み
る
と
、
柳
橋
水
車

図
と
称
さ
れ
る
一
群
の
屏
風
絵
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
柳
橋
水
車
図
は
近
世
初
期
、
桃
山
時
代
か
ら

江
戸
初
期
に
か
け
て
大
き
な
流
行
を
み
た
も
の
で
あ
り

（
注
６
）
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
法
輪
寺
参

詣
曼
荼
羅
を
制
作
し
た
絵
師
は
、
渡
月
橋
の
た
も
と
に
水

車
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
図
の
作
成
年
代
を
江
戸
初
期
と
み
る
こ
と
は
、
ひ
と
ま

ず
お
お
む
ね
妥
当
、
で
あ
ろ
う
。 

  

大
堰
川
水
運
と
渡
月
橋
の
中
島 

大
堰
川
の
水
運
は
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
、
丹
波
材
の
筏

い
か
だ

流
し
は
古
代
の
平
安
京
造
都
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
（
注
７
）
。
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中
に
も
、
渡
月
橋

の
上
流
の
左
岸
に
材
木
が
数
多
く
積
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る

風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
室
町
末
期
作
成
の
洛
中

洛
外
図
の
町
田
本
や
上
杉
本
に
も
大
堰
川
の
筏
流
し
の
姿

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
や
狩
野
永
納
作
の

「
嵐
山
・
清
水
寺
図
」（
元
禄
頃
の
作
成
）
に
は
筏
流
し
と

と
も
に
、
大
堰
川
に
浮
か
ぶ
川
舟
が
描
か
れ
て
い
る
。
大

堰
川
の
上
流
の
保
津
峡
は
水
運
の
難
所
で
あ
り
、
慶
長
十

一
年
（
一
六
〇
六
）
の
角
倉
了
以
に
よ
る
開
さ
く
工
事
の

完
成
に
よ
っ
て
高
瀬
舟
の
運
行
が
可
能
と
な
り
、
丹
波
と

京
の
間
の
物
資
交
易
が
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
（
注
８
）
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼

羅
の
作
成
年
代
は
慶
長
十
一
年
以
降
と
仮
定
さ
れ
る
。 

一
方
、
渡
月
橋
は
往
時
、
現
在
地
よ
り
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
上
流
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
慶
長
十
一
年
に
現
在
地
に
架

け
替
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
前
述
の
狩
野
永
納
作
「
嵐

山
・
清
水
寺
図
」
や
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
作
成
の

『
都
名
所
図
会
』
の
挿
図
（
図
１
）

を
み
る
と
、
大
堰
川
を

渡
る
渡
月
橋
に
中
島
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。 と

こ
ろ
が
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
や
洛
中
洛
外
図
の
町

田
本
、
上
杉
本
を
み
る
と
、
渡
月
橋
の
中
島
は
描
か
れ
て

い
な
い
。
鴨
川
五
条
橋
に
中
世
に
存
在
し
た
中
島
が
近
世

に
至
っ
て
失
わ
れ
た
の
と
は
反
対
（
注
９
）

に
、
大
堰
川
渡

月
橋
に
お
い
て
は
、
近
世
に
入
っ
て
中
島
が
生
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
河
道
の
変
化
と
も
考
え
う
る

が
、
や
は
り
慶
長
十
一
年
の
渡
月
橋
の
架
け
替
え
に
と
も

な
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
う
解
釈
す
る

と
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
み
る
渡
月
橋
の
表
現
は
慶
長

十
一
年
以
前
の
景
観
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
述
の
仮
定

と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
っ
た
い
、
ど
ち
ら
が
正
し

い
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

   



名
所
図
絵
に
み
る
法
輪
寺 

こ
の
矛
盾
を
解
く
た
め
に
、
こ
こ
で
法
輪
寺
の
歴
史
を

ひ
も
と
く
こ
と
に
し
よ
う
。
『
都
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、

法
輪
寺
は
天
平
年
間
の
建
立
の
で
あ
り
、
元
は
葛
井

か

ど

い

寺
と

称
し
た
と
い
う
。
中
興
の
開
基
は
道
昌
僧
都
で
あ
り
、
弘

法
大
師
か
ら
真
言
の
密
法
を
伝
授
さ
れ
、
当
寺
に
参
籠
し

た
際
に
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
の
顕
現
を
み
て
、
本
尊
の
虚

空
蔵
菩
薩
を
刻
ん
だ
。
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
に
阿
弥

陀
堂
を
改
め
て
法
輪
寺
と
号
し
た
と
い
う
。 

法
輪
寺
は
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
、
応
仁
の
乱
で
類
焼

し
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
後
陽

成
天
皇
が
法
輪
寺
別
当
に
対
し
て
再
興
勧
進
の
綸
旨

り

ん

じ

を
発

給
し
、
同
七
年
堂
舎
が
再
建
さ
れ
る
（
注
10
）
。 

し
か
し
、
幕
末
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
蛤
御
門

の
変
の
際
に
、
ま
た
も
大
半
が
焼
失
し
、
現
在
の
堂
宇
は

明
治
・
大
正
期
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

で
は
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中
に
描
か
れ
た
伽
藍

は
い
つ
の
時
代
の
も
の
な
の
、
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
の
法

輪
寺
の
境
内
図
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
行
の
『
拾

遺
都
名
所
図
会
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
（
図
２
）
、
両

者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

ま
ず
、
大
き
な
違
い
と
し
て
、
参
詣
曼
荼
羅
で
は
本
堂

の
右
手
前
に
あ
っ
た
鐘
楼
が
近
世
境
内
図
で
は
本
堂
の
左 

                        

手
の
小
高
い
丘
の
上
に
描
か
れ
て
お
り
、
本
堂
の
左
脇
に

大
き
く
描
か
れ
て
い
た
多
宝
塔
の
姿
も
み
え
な
い
。
こ
う

も
境
内
の
景
観
に
差
異
が
み
ら
れ
る
と
な
る
と
、
法
輪
寺

参
詣
曼
荼
羅
の
作
成
年
代
は
い
つ
の
時
代
と
考
え
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。 

   

法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
作
成
の
経
緯 

参
詣
曼
荼
羅
は
戦
国
期
の
戦
乱
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社

寺
を
復
興
す
る
際
の
勧
進
に
使
用
さ
れ
た
例
が
多
い
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
作
成
目
的
も
ま

さ
に
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
作
成
の
経
緯
を

ス
ム
ー
ズ
に
解
釈
で
き
ょ
う
。 

す
な
わ
ち
、
慶
長
二
年
に
再
興
勧
進
の
綸
旨
が
発
給
さ

れ
た
の
に
と
も
な
い
、
参
詣
曼
荼
羅
が
作
成
さ
れ
た
と
し

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
堂
舎
は
未
完
成
で
あ
る
か
ら
、
何
ら

か
の
完
成
予
想
図
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
応
仁

の
乱
で
焼
失
す
る
以
前
の
中
世
の
境
内
の
景
観
を
描
い
た

の
で
あ
る
。
中
村
氏
の
著
書
の
本
図
の
解
説
に
は
「
智
福

山
法
輪
寺
旧
全
景
約
七
百
年
前
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
注
11
）
、

お
そ
ら
く
寺
伝
で
は
中
世
の
境
内
図
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。 

図１ 嵐山・法輪寺・渡月橋の図。『都名所図会』より。 図２ 嵯峨法輪寺の図。『拾遺都名所図会』より。 



そ
し
て
、
こ
の
参
詣
曼
荼
羅
が
絵
解
き
を
さ
れ
、
勧
進

に
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
、
無
事
、
慶
長
七
年
に
堂
舎
が
再

建
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
法

輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
景
観
年
代
は
、
背
景
と
し
て
の
嵐
山
、

渡
月
橋
、
大
堰
川
等
は
慶
長
年
間
の
景
観
で
あ
る
が
、
法

輪
寺
境
内
の
み
は
応
仁
の
乱
以
前
の
中
世
的
景
観
が
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
二
重
構
造
を
有
し
て
い
る
と
解
釈
で
き

る
。 残

さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
大
堰
川
の
川
舟
と
十
三
ま
い

り
の
表
現
が
あ
る
。
大
堰
川
水
運
に
つ
い
て
は
、
法
輪
寺

参
詣
曼
荼
羅
に
み
え
る
川
舟
は
参
詣
者
と
思
わ
れ
る
二
人

連
れ
を
乗
せ
た
小
舟
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
角
倉
了
以
の
大

堰
川
水
運
と
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

一
方
、
十
三
ま
い
り
の
起
源
を
慶
長
年
間
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
ろ
う
。
確
か

に
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
画
中
に
描
か
れ
た
人
物
に
は

婦
女
子
が
多
い
が
、
一
般
的
に
参
詣
曼
荼
羅
に
は
多
く
の

参
詣
す
る
人
物
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
婦
女
子
が
描
か
れ
る
例
は
他
の
参
詣
曼

荼
羅
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
わ
け
で
あ
る
し
、
京
都
を

間
近
に
控
え
て
、
桜
花
爛
漫

ら
ん
ま
ん

の
季
節
に
は
実
際
に
数
多
く

の
婦
女
子
の
参
詣
が
当
時
す
で
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
本
図
の
人
物
表
現
と
十
三
ま
い
り
を
こ
と
さ

ら
結
び
つ
け
る
必
要
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

以
上
の
検
討
か
ら
、
法
輪
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
作
成
年
代

は
近
世
初
期
の
慶
長
年
間
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
本

図
は
表
現
技
法
の
面
か
ら
み
る
と
、
清
水
寺
や
成
相
寺
の

参
詣
曼
荼
羅
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
一
種
、
土
俗
的
・
庶
民

的
な
描
法
に
比
べ
る
と
、
ど
こ
と
な
く
上
品
さ
の
漂
う
画

面
と
な
っ
て
い
る
。
美
術
史
的
に
み
れ
ば
、
洛
中
洛
外
図

や
名
所
図
に
よ
り
近
い
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
作
成
に
あ

た
っ
た
絵
師
・
工
房
に
つ
い
て
も
検
討
を
深
め
る
必
要
が

あ
ろ
う
。 

本
図
に
は
徳
田
和
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
た
本
堂
前
の
瞽 ご

女 ぜ

（
注
12
）
（
あ
る
い
は
巫
女
）
や
、
福
原
敏
男
氏
が
注
目
さ

れ
た
仁
王
門
前
を
左
に
進
む
念
仏
聖
（
注
13
）（
『
都
名
所
図

会
』
に
「
天
慶
の
頃
、
空
也

く

う

や

上
人
こ
こ
に
住
み
て
旧
寺
を

修
造
し
、
念
仏
常
行
堂
と
す
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
図
中

の
聖
も
口
か
ら
六
字
名
号
を
吐
き
、
鹿
角
杖
ら
し
き
も
の

を
持
っ
て
お
り
、
空
也
像
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
）
等
の
図

像
が
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
提
起
し
て
お
く
に
と
ど
め

た
い
。 

本
図
は
他
の
多
く
の
参
詣
曼
荼
羅
と
同
様
、
軸
装
の
際

に
、
若
干
上
下
左
右
端
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
本
図
の
上
方
に
は
日
輪
、
月
輪
が
描
か
れ
て
い
な

い
が
、
法
輪
寺
に
は
道
昌
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
明
星
井
（
道

昌
が
こ
の
井
で
垢
離

こ

り

を
と
っ
た
時
、
星
が
く
だ
け
散
っ
た

と
い
わ
れ
、
井
の
上
に
社
を
た
て
て
明
星
天
を
祀
る
）
が

あ
り
、
善
峰
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
日
輪
、
月
輪
と
と
も
に
描

か
れ
て
い
る
金
星
か
と
思
わ
れ
る
星
が
軸
装
前
に
は
描
か

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
憶
測
す
る
の
は
考
え
す

ぎ
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
、
作
成
年
代
の
明
ら
か
で
な
い
参
詣
曼
荼

羅
の
場
合
も
、
中
世
後
期
の
洛
中
洛
外
図
や
近
世
の
名
所

図
会
等
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
後
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

な
お
、
こ
の
た
び
、
戦
時
中
に
刊
行
さ
れ
た
先
駆
的
な

幻
の
名
著
で
あ
る
『
神
社
古
図
集
』
が
臨
川
書
店
よ
り
復

刻
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
い
っ
そ
う
絵
図
研
究
が
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

(

い
わ
は
な
み
ち
あ
き/

人
文
地
理
学) 

    

注 （
１
） 

中
村
雅
俊
『
虚
空
蔵
信
仰
の
研
究
』 

御
影
史
学

研
究
会
、
一
九
七
八
年
。 

（
２
） 

難
波
田
徹 

「
京
都
府
下
の
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
図
」

『
文
化
財
報
』
三
四
、
京
都
府
文
化
財
保
護
基
金
、

一
九
八
一
年
。
赤
井
達
郎
編 

『
京
都
千
年
―
寺

と
社
』
講
談
社
、
一
九
八
四
年
。 



（
３
） 

大
阪
市
立
博
物
館
編 

『
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
』
平

凡
社
、
一
九
八
七
年
。 

（
４
） 
前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

（
５
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。
た
だ
し
、
水
車
の
記
号
が
存

在
す
る
仮
製
二
万
分
の
一
地
形
図
の
「
愛
宕
山
」

図
幅
（
明
治
二
十
二
年
測
量)

で
は
残
念
な
が
ら
、

こ
の
位
置
に
水
車
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
認
で

き
な
い
。
な
お
、
桂
川
用
水
に
つ
い
て
は
、
黒
田

日
出
男
「
中
世
農
業
と
水
論
」
『
絵
図
に
み
る
荘

園
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、

参
照
。 

（
６
） 

『
日
本
屏
風
絵
集
成
九 

四
季
景
物
』
講
談
社
、

一
九
七
七
年
。 

（
７
） 

『
京
都
の
歴
史
五 

近
世
の
展
開
』
学
芸
書
林
、

一
九
七
二
年
。 

（
８
） 

前
掲
注
（
７
）

参
照
。 

（
９
） 

瀬
田
勝
哉
「
失
わ
れ
た
五
条
橋
中
島
―
洛
中
洛
外

図
を
読
む
」
『
月
刊
百
科
』
平
凡
社
、
一
九
八
八

年
二
月
号
。 

（
10
） 

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七 

京
都
市
の
地
名
』

平
凡
社
、
一
九
七
九
年
。
な
お
、
『
御
触
書
集
成

十
八
』
延
享
二
年
四
月
条
に
、
法
論
寺
の
堂
舎
破

損
に
際
し
て
の
諸
国
勧
化
の
記
事
が
み
え
（
平
岡

定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
中
世
近
世
編
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
、
図
２
は
延
享
以
降
の

境
内
の
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
こ

の
諸
国
勧
化
の
際
に
、
十
三
ま
い
り
の
信
仰
が
流

布
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

（
11
） 

前
掲
注
（
１
） 

参
照
。 

（
12
） 

徳
田
和
夫
「
中
世
の
目
、
中
世
の
耳
」『
国
文
学 

解

釈
と
教
材
の
研
究
』
三
二
―
七
、
一
九
八
七
年
。 

（
13
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

 


